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The purpose of this study is to consider the theoretical assumptions that treat scientific and social 

decision-making as isomorphic, to organize the basic issues that are expected to appear in the planned practice 

concerning the relationship between the Miyazaki observatory and the citizens. The relationship between theory 

and verification by scientists and the interpretation of theory updates by citizens in silence, is clarified utilizing the 

concept of reflexivity and legitimacy. 

 

１．はじめに 

 宮崎県東方沖の日向灘では、沈み込む太平洋プ

レートとフィリピン海プレートの境界が南海トラ

フ地震の想定震源域の西端とされている。内陸に

目を向ければ霧島山をはじめとする活火山群とそ

れらが作り出したシラス台地が存在し、海水温の

高い西南の海上から移動する大気が春の雨・梅

雨・常襲する台風の季節に多くの降雨をもたらす

など、宮崎県の南九州地域太平洋側に位置する地

理的条件は、温暖な気候ともに地域固有の災害リ

スクをもたらすものである (宮崎県, 2020)。 

 本研究の目的は、当地で各種観測研究を行う宮

崎観測所と地域の関係について、科学と社会の意

思決定を同型に扱う論理的な仮定を検討すること

で、今後予定している実践の場に現れることが予

想される問題の基礎的な整理を行うことである。 

２．宮崎観測所 

（１）宮崎観測所 

 宮崎観測所は、京都大学の遠隔地施設のひとつ

である。1974 年（昭和 49 年）京都大学防災研究

所に「宮崎地殻変動観測所」として設置された。

その後、陸域について始められた地震観測は海域

の観測に広がり、地殻変動の直接計測は衛星を用

いた GNSSの手法に発展している等、南九州でのさ

まざまな観測を通じて、地震や地殻変動に関する

研究を主に推進している（宮崎観測所、2023）。 

（２）現在の宮崎観測所での観測活動 

 現在は、以下のような観測を行っている。 

横穴式地殻変動連続観測(伸縮計・水管傾斜計／

GNSS観測／海底地震・圧力観測／陸上地震観測／

臨時地震観測／陸上電磁気観測／雨量計観測 

（３）観測を基に進めている研究 

観測を基に、以下のような研究を進めている。 

日向灘をはじめとする沈み込み帯で発生する海

溝型地震／浅部・深部スロー地震（低周波微動・

超低周波地震・スロースリップ）／南九州下の地

下構造推定（地震波速度構造，レシーバー関数）

／霧島山・新燃岳噴火／九州南部のひずみ集中帯

内陸地震／1662年日向灘地震（外所地震）の地球

物理学的・地質学的研究 

（４）日向灘の地震活動 

日向灘は地震活動が活発な地域として知られる。

30～35 年間隔で M7 級のプレート境界地震が繰

り返している領域がある他、通常の地震より断層

がゆっくりすべる現象のスロー地震も活発である。 

（５）アウトリーチ活動 

宮崎観測所では、京都大学の隔地施設公開イベン

トである「京大ウィークス」での公開講座と施設

の一般公開を実施している。 

３．科学と社会の意思決定の同型性の論理 

（１）正統性 

正統性とは「社会生活においてなされるさまざ

まな意思決定に関して、参照されるべきまっとう

な知識（正統な知識）はどういうものかという問

題」である（小林, 2020）。小林は、「科学が生み

出す知識の正統性の確保は、社会的意思決定にお

ける意思決定と同型」であるとする。この判断は、

科学技術社会論の分野の成立史の文脈で、科学的

知識全般の専門家による知識生産の理想像が歴史

的に形成される変遷の中に位置づけられる。古典



的には「科学知識および科学研究という知識生産

の『神聖性』、『正統性』は自明であり、近代の自

由主義的個人主義の理念を体現するもの」だった

が、現代の「論文の書き方や表現方法を訓練し、

学会の同僚による審査という品質管理システムを

重視する」集団的な営みとしての科学的知識は、

「『望ましい知識』をめぐる理念あるいは規範的構

造」の社会的秩序と同一視出来る面を持つとする。 

（２）再帰性 

 再帰性とは、「主体」と「客体」の関係について、

一方が他方に働きかける関係性を絶対的なものだ

と考えるのでは無く、両者の間で相互に作り作ら

れる関係性に注目する考え方である。 

近代社会を成立させる再帰性として、ベック

(1997)が論じた認知的再帰性は、個人が主体とな

り環境を作り替えていく意味での再帰性である。 

ラッシュがそれを批判した解釈学的再帰性は、

集団が主体となり伝統的な環境の変化を沈黙のう

ちに再解釈する意味での再帰性である。 

（３）科学と社会の意思決定の同型性 

まず思考の補助線となる再帰的な循環の例に、

地震学の、地震が起こった震源についての主張が、

地震波形から逆算して震源を決めるやり方で正当

化1されることを挙げる。これについて、科学の仮

説が実在に近づく際の帰納的な循環の現れは、戸

田山（2005）によると次の 2種類に区別できる。 

まず、よい例は、「規則における循環」である。

例えば、震源決定の理論 A を a,b,c の例に適用し

て、おおよそ有効だったとする場合である。つま

り、震源決定の理論を実際に用いて震源決定の理

論を正当化する論理は良性の循環であるという。

これに対して、悪い例は、「前提における循環」で

ある。つまり、震源決定の理論 A が存在しそれは

正しい、なぜなら A が成立するからだとすること

は、論理的には「Aならば A」の常に真となるトー

トロジーの形式のために結論ありきとなる。 

このとき、模式的に整理した 2 種類の再帰的な

循環について、2 種類の循環はともに認知的再帰

性に対応づけられる。すると解釈学的再帰性の観

点は、端的に専門家にとって盲点となる。 

そこで、認知的再帰性とは専門家による理論の

更新であるとした上で、解釈学的再帰性を市民が

沈黙のうちにおこなう解釈として新たに対応させ

 
1 正統性と正当性はほぼ同じ意味に用いているが、ここでは特に

歴史的な文脈で「統」、知識の発見の文脈で「当」の字をあてる

形で使い分け、引用元の原文の言葉を生かす形とした。 

る。そして、直観的な語として用いる「意思決定」

には解釈学的再帰性まで含めた 3 種類の循環が含

まれることを仮定し科学と社会の関係が問題とな

る実践にあてはめる。つまり、科学と社会の意思

決定の同型性という仮定を用いて実践事例に適用

し、それにより科学と社会の意思決定の同型性を

正当化する。この論理的な試みは、沈黙する対象

である「解釈学的再帰性」の現実における現れを、

適切な形で見出すことができるかの問題となる。 

４．宮崎での防災実践へ 

（１）「新想定」について 

2023年 1月 11 日に、1662 年に押し寄せたとさ

れる外所地震の津波堆積物を根拠にした断層モデ

ルの構築と津波シミュレーション結果から、日向

灘の地震が従来の最大 M7.6 から新たに最大 M7.9

とする知見が報道された（宮崎日日新聞, 2023）。 

（２）行政との関わり 

京都大学防災研究所と宮崎県危機管理局の連携

強化に向けて、防災庁舎内に地震観測データの利

活用が可能な地震波形受信装置を設置する意思決

定の過程で、科学的根拠として津波堆積物を重視

する専門家と、制度的なリソースの配分を重視す

る行政官の間でのコミュニケーションを検討する。 

（３）教育との関り 

地震・津波、台風・水害、土砂災害などのテー

マ毎に、主に小学校と中学校で継続的に災害・防

災の基礎知識に関する学習を積み上げる教材の開

発を検討する。一般に義務教育範囲外だが、自分

たちが生きる環境の意味を更新する科学・防災の

知識を、いかに妥当なものとして扱うかの意思決

定に注目する。 
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